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Access Map
東邦大学理学部化学科
〒274-8510　千葉県船橋市三山2-2-1
TEL：047-472-0666（入試広報課）
FAX：047-479-5661
URL : https://www.toho-u.ac.jp/sci/chem/

千葉約10分 東京約29分
新宿約44分 横浜約58分
大宮約60分 船橋約 7分

JR津田沼から
主要駅までの
乗車時間

● JR 総武線/JR津田沼駅下車。北口４番、５番バス乗り場
　 から「三山車庫」「京成バス習志野出張所」「二宮神社」
　 「八千代台駅」「日大実籾」行きのいずれかで約10分。
　 「東邦大学前」下車。
● 京成線/京成大久保駅下車。徒歩約10分。

東邦大学
理学部化学科

https://www.toho-u.ac.jp/sci/chem/index.html 学で拓く未来へ



ナノスケールの原子・分子から
グローバルな地球環境まで
物質の「個性」と「挙動」を探求する

新しい物質を創造することができる学問

21世紀を支える化学と私たちが目指すことは・・・

化学は、新しい物質の創造、生命科学、地球環境までも対象にした世界観の広い
学問です。分子がもつ個性と挙動を明らかにすることから化学は始まります。

化学は、新しい物質を創造する学問です。元素の組み合わせにより
無限に創造できる物質は、未知の可能性を秘めています。

化学は、様 な々分野で人類に恩恵をもたらしました。これからの化学も、環境、エネルギー、　　医療、エレクトロニクス分野などの発展に重要な役割を担うと期待されています。
東邦大学理学部化学科は、基礎から応用まで多くの研究を行い、私たちがもっと豊かに暮ら　　せる社会を目指して化学の立場から貢献したいと考えます。

男女比

在学生数
344 名

教員数
16 名

取得できる資格

化学科概要化学科の特色

32

少人数クラスと反復カリキュラムにより、
きめ細かな教育を実現

広いスペースと様々な測定機器を用いて
充実した学生実験環境を提供

化学をしっかり学びつつ臨床検査技師や
教員の資格を取得可能

広範な研究分野から興味のある研究室を
選択可能

学って何だろう？

(1学年 約90名)

臨床検査技師

（中学校・高等学校）
　教諭一種免許状

甲種危険物取扱者
その他の資格の情報はP13をご覧下さい。

58%1年

2年

3年

4年 61% 39%

63% 37%

60% 40%40%

42%

男性 女性
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－ 高校から大学への学びの転換期 －　

●春学期：大学での学びは教養教育科目から始まる
●秋学期：専門科目・化学実験が本格的にスタート

モデル時間割

●基礎化学実験

困ったときは… 授業料免除制度や奨学金も
●クラス担任制
各学年に２人の教員を配置して、大学での疑問・悩みなどを個別
に相談・解決します。

●特待生制度
各学年の成績優秀者は授業料が免除されます。

●健康推進センターとキャリアセンター
学生生活をより良いものにするために専門スタッフが身体と心の
健康のサポートと、進路選択や就職活動の支援をします。

●奨学金
日本学生支援機構の他、青藍会（父母会）による貸与の奨学金や
鶴風会（同窓会）による貸与・給付の奨学金があります。

１年次

化学科のカリキュラム

人数クラス・連動カリキュラムで着実に知識を定着少
有機化学、物理化学、無機・分析化学の基盤科目では、講義、演習、実験の３科目が連動し、繰り返し学ぶことで知識の
着実な定着を図ります。特に、演習科目では、少人数クラスで理解の度合いを確認しながら学ぶことができます。

秋学期から始まる専門化学実験の第一歩です。実験器具の取り扱いや操作方法を習得するだけでなく、実験結果をノートに
記録してレポートにまとめることを学びます。無機定性分析、金属錯体と有機化合物の合成などを通して、教科書や図録だけで
は実感できない、化学実験の面白さに触れることができます。

－ 化学の基礎を固める －　

●春学期：専門科目の密度が増加
●秋学期：教養教育・専門基幹科目がほぼ修了

●無機・分析化学実験

２年次

春学期に開講される分析化学実験ではお酢やミネラルウォーターなどの成分分析を通して、測定結果の平均や誤差から実験
データを正しく評価する方法を学びます。秋学期に開講される無機化学実験では、金属錯体の合成実験と測定装置を使った
機器分析の初歩を学びます。

－ 卒業研究に向けて力を蓄える －　

●春学期：各自の興味に沿った選択科目を履修
●秋学期：卒業研究以外の科目がほぼ修了

●有機化学実験

３年次

－ 卒業研究で最先端の研究に挑戦 －　

●卒業研究：蓄えた実力を発揮し、未知の課題へ挑む場
●問題解決力やコミュニケーション力など総合的な能力を養う

４年次

広 と々した実験スペースを利用して週３回行われます。講義で習い、「知っている」有機合成反応が「体感した」反応となり、知識
としてしっかり定着します。さまざまな操作の末に得られる美しい結晶が、ものづくりの喜びを与えてくれます。

化学科 専門教育科目 [70 単位 ]    ●実験科目、　●演習科目、　太字科目名：必修科目 (42 単位 )

1年 2年 3年 4年生

化学科共通科目群
基礎化学

●基礎化学実験
情報化学

●基礎物理学実験

　化学輪講Ⅰ／
　臨床検査総合管理学Ⅲ

　化学輪講Ⅱ／
　臨床検査総合管理学Ⅳ

●卒業研究

分析・地球・環境
化学系科目群 ●無機・分析化学演習Ⅰ

　分析化学Ⅰ
　分析化学Ⅱ
●分析化学実験

　分析化学Ⅲ
　分析化学Ⅳ（機器分析Ⅰ）
　分析化学Ⅴ
　地球・環境化学Ⅰ（地球化学）
　地球・環境化学Ⅱ（水圏 地球化学）

無機化学系 科目群 ●無機・分析化学演習Ⅱ
　無機化学Ⅰ
　無機化学Ⅱ
●無機化学実験

　無機化学Ⅲ
　無機化学Ⅳ（機能性無機材料化学）
　無機化学Ⅴ（結晶化学）
　錯体化学
　放射化学

有機化学系 科目群 有機化学Ⅰ
●有機化学演習Ⅰ

　有機化学Ⅱ
●有機化学演習Ⅱ
　有機化学Ⅲ
　有機化学Ⅳ（機器分析Ⅱ）

●有機化学実験
　有機化学Ⅴ
　有機化学Ⅵ（構造有機化学）
　有機化学Ⅶ（生物有機化学）

物理化学系 科目群 物理化学Ⅰ（化学熱力学）

　物理化学Ⅱ（平衡熱力学）
　物理化学Ⅲ（量子化学）
●物理化学演習Ⅰ
●物理化学演習Ⅱ

●物理化学実験
　物理化学Ⅳ（分子軌道論）
　物理化学Ⅴ（反応速度論）
　物理化学Ⅵ（界面・コロイド化学）
　物理化学Ⅶ（高分子化学）

資格関連 科目群 　生物化学Ⅰ
　生物化学Ⅱ

　微生物学Ⅰ
　微生物学Ⅱ
●生物化学実験

1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限 7時限 8時限 9時限
（9:00~9:50） （10:00~10:50） （11:00~11:50） （12:00~12:50） （13:00~13:50） （14:00~14:50） （15:00~15:50） （16:00~16:50） （17:00~17:50）

月
春学期 無機・分析化学演習Ⅰ 一般化学 総合教育科目

秋学期 有機化学演習I 無機・分析化学演習Ⅱ 総合教育科目 総合教育科目

火
春学期 College English A1 数学A1 物理学概論 総合教育科目

秋学期 College English A2 数学A2 総合教育科目 総合教育科目

水
春学期 数学B1 総合教育科目 総合教育科目

秋学期 数学B2 総合教育科目 情報化学

木
春学期 College English B1 初年次セミナー

秋学期 College English B2 一般物理学 生命科学

金
春学期 基礎化学 情報科学A1/A2 総合教育科目 総合教育科目

秋学期 物理化学I/有機化学I 物理化学I/有機化学I 基礎化学実験
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－ 高校から大学への学びの転換期 －　

●春学期：大学での学びは教養教育科目から始まる
●秋学期：専門科目・化学実験が本格的にスタート

モデル時間割

●基礎化学実験

困ったときは… 授業料免除制度や奨学金も
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各学年に２人の教員を配置して、大学での疑問・悩みなどを個別
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●特待生制度
各学年の成績優秀者は授業料が免除されます。

●健康推進センターとキャリアセンター
学生生活をより良いものにするために専門スタッフが身体と心の
健康のサポートと、進路選択や就職活動の支援をします。

●奨学金
日本学生支援機構の他、青藍会（父母会）による貸与の奨学金や
鶴風会（同窓会）による貸与・給付の奨学金があります。

１年次

化学科のカリキュラム

人数クラス・連動カリキュラムで着実に知識を定着少
有機化学、物理化学、無機・分析化学の基盤科目では、講義、演習、実験の３科目が連動し、繰り返し学ぶことで知識の
着実な定着を図ります。特に、演習科目では、少人数クラスで理解の度合いを確認しながら学ぶことができます。

秋学期から始まる専門化学実験の第一歩です。実験器具の取り扱いや操作方法を習得するだけでなく、実験結果をノートに
記録してレポートにまとめることを学びます。無機定性分析、金属錯体と有機化合物の合成などを通して、教科書や図録だけで
は実感できない、化学実験の面白さに触れることができます。

－ 化学の基礎を固める －　

●春学期：専門科目の密度が増加
●秋学期：教養教育・専門基幹科目がほぼ修了

●無機・分析化学実験

２年次

春学期に開講される分析化学実験ではお酢やミネラルウォーターなどの成分分析を通して、測定結果の平均や誤差から実験
データを正しく評価する方法を学びます。秋学期に開講される無機化学実験では、金属錯体の合成実験と測定装置を使った
機器分析の初歩を学びます。

－ 卒業研究に向けて力を蓄える －　

●春学期：各自の興味に沿った選択科目を履修
●秋学期：卒業研究以外の科目がほぼ修了

●有機化学実験

３年次

－ 卒業研究で最先端の研究に挑戦 －　

●卒業研究：蓄えた実力を発揮し、未知の課題へ挑む場
●問題解決力やコミュニケーション力など総合的な能力を養う

４年次

広 と々した実験スペースを利用して週３回行われます。講義で習い、「知っている」有機合成反応が「体感した」反応となり、知識
としてしっかり定着します。さまざまな操作の末に得られる美しい結晶が、ものづくりの喜びを与えてくれます。

1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限 7時限 8時限 9時限
（9:00~9:50） （10:00~10:50） （11:00~11:50） （12:00~12:50） （13:00~13:50） （14:00~14:50） （15:00~15:50） （16:00~16:50） （17:00~17:50）

月
春学期 有機化学Ⅳ 反応速度論 有機化学実験

秋学期 結晶化学 放射化学概論 物理化学実験

火
春学期 構造有機化学 無機化学III 有機化学実験

秋学期 高分子化学 機器分析I 物理化学実験

水
春学期 放射化学 化学文献講読I

秋学期 錯体化学 化学文献講読II

木
春学期 固体化学 有機化学反応機構 界面・コロイド化学 生物無機化学

秋学期 生物有機化学 基礎計算有機化学 光化学

金
春学期 分析化学III/微生物学 地球化学 有機化学実験

秋学期 機能性無機材料化学 物理化学実験

1時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限 7時限 8時限 9時限
（9:00~9:50） （10:00~10:50） （11:00~11:50） （12:00~12:50） （13:00~13:50） （14:00~14:50） （15:00~15:50） （16:00~16:50） （17:00~17:50）

月
春学期 物理化学演習I 生物化学I 環境化学II 教養教育科目

秋学期 物理化学III 機器分析II 無機・分析化学演習III 地学

火
春学期 有機化学演習I 英語　B1

無機・分析化学実験
秋学期 有機化学演習II 英語　B3

水
春学期 有機化学II 教養教育科目

秋学期 無機化学II 環境化学I 生物化学II

木
春学期 分析化学I 英語　B2

無機・分析化学実験
秋学期 分析化学II 英語 B4/基礎化学英語

金
春学期 物理化学II 無機化学I 物理学実験

秋学期 物理化学演習II 有機化学III 教養教育科目 教養教育科目


